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日立防爆型ディーゼル機関車について

カ､野 栄 男* 桑 江 和 夫串* 伊 達 正*㌫*

HitachiExplosion-Proof DieselLocomotives

By Hideo Ono,Kazuo Kuwae and Mas:まShiDate

Kasado Work,Hitachi,Ltd.

Abst_raCt

Indications have been that for the transportationinthecoalminegalleriesthe

use ofexplosion proof diesellocomotive,eSpeCially of home-made,is becomlngim-

perative for a further rationalizationof coalenterprise,because ofitsdistinctive fea-

tures such as highrate of safety,wide range of service area,high operational

･efnciency,etC･,aS Wellasitslow cost ofinstalling and maintenance.

Hitachi,Ltd･,keeping abreast of such trendofthe time,has takeninitiativein

the systematic research and experimentation for the production ofit.And the丘rst

product was completedin March,1952,Whichnot alone quali負ed forthe ofncialex-

‥amination but met witllthe most favorable approvalof coalmine experts.

Added severalimprovements,thelocomotiveof thistypeis nowreadyforsupply

■tO any Size of order.

It may be added that,for ens`LITlng

COntrived the specialsafety testing cell

explosion proofness of everylocomotive.

〔Ⅰ〕緒 盲

近時坑内に放ける輸送の合理化G･ま､炭鉱企業の合理化

の一]蓑として大きく取上げられて来た｡塀二†勺の輸送ほ幾

多の変遷を重ねて次第に機械化されつゝあるが､未だそ

の設備費､維才寺費等の面のみでなく､安全度､行動範臥

･作業能力等の面に於ても多くの問題が残されている｡最

近の欧米に放ける坑内輸送は防爆型ディr一ビル機関中に

,依りこれ等の問題を解決し､単に人気坑遺のみならず､

広く排気坑道にも利用されていることが注目され､既に

･相当数の機関辛が綿入実用に供されている｡
然し乍ら輸入機関車の場合忙は､補條部品その他の入

手に幾多の酎難が伴い､その迅速簡易を期待し得ず､こ

の点からも優秀なる国産機の出現が強く業界に要望され

******

日立製作所笠戸工場

unfailing seTVicein the mine,the Company

Which enabled thorough examination of the

ていた｡

かゝる状 下にあって日立製作所に於ては､

株式全件より 6t防爆型ディ←ゼル機 車の試作注文を

受け､欧米の規格､規定等を十分iこ検討すると共に､惧

なる研究､実験を行い､付安税別､検定規格(案)､

気機器の防爆構造等の諸規定に準拠して設計､試作を進

め昭和27年3月に試作機を完成した｡続いて同月末工

業技術庁資源技術試験所九州支所による国家検定

受け､極めて優秀なる成 を以て合格し､我

験を

最初の防

爆型ディーゼル機関軍検定合格機の実現を見た｡〔検定合

格番号 九検第1341号)

筒試作6t防爆型ディーゼル機関草は完成に引続き､

界に展示L､多大の好評を博したが､その後使府

者例の立場から運転装置その他に改良を加えると共に､

独臼の研究に依る改良を実施して量産に移行した｡
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第1図 試作6t防爆型ディ rゼル械閑車全体図

Fig.1. GeneralView of Mode16tons Explosion-Proof

DieselI-OCOmOtive

〔ⅠⅠ〕試作防爆型ディーゼル機関車の概要

(1)仕 様 概 要

第1国及び第2図はそれぞれ試作櫻の全体図及び外観

写真で､仕様概要は下記の通りである｡

執 間………………………･610mm

重量(運転整備〕‥‥‥… ‥･6･5t

全長(台枠)×全巾×全高‥3,400×1,100×1,5qOmm

軸 距.‥
･1tO50mm

尊 輪 径. ･510mm

速度(前後進共〕……‥ 2･3-5tO-8･8-13km/hr

牽引力(連続定格〕..‥..2,145-1,390-780-530kg

ディ｣ゼル楓乳..
‥.2Ⅰ一DB防爆型

7k冷直列4サイクル予燃焼室式

シリンダー敬一径×行程….2-140¢×200mm

出力(連続定格)‥.
･･30HP/850r･p･n･

燃料消費量………………‥205gr/HP･hr･

総排気量………………………･6･16J

燃料噴射ポンプ…………ダブルリード単独型

燃料噴射ノ､ブル………………密閉型自動弁

始動方式. ディストリピューター

による圧縮客気式

ラヂェ一夕ー………………….分割コア+型

装置(特許出蔽中)一吸気及び排気フレームアレ

スタ→-､排ガス冷却用水

料及び茎気自動

射装置､排気処理箱､燃

断装置等より成る

点 灯装置一ダイナモ､自動電圧認整器､スイ ッ

チ､前照灯より成り何れも耐圧防爆型とす｡容量

6V 30W

ク ラ ッ チー乾燥多板式摩擦クラッチ

動力伝達装置一前後進共4段変速､常時噛合歯車式､

傘歯率式逆転機､チエーy式全輪駆動

第2図 試作6t防爆型ディ←ゼル械閑車

Fig.2.Mode16tons Explosion-Proof Diesel

Loconotive

輪-タイヤ付､専軸々受にほコロ軸受装備

ネ 装 置一板バネ式

ブレーキ装置一エヤープレrキ及びねぢ式手ブレー

キ､共に全軸に作用

砂撤装置一圧縮墨気砂撤式

警 笛-エヤーホ←ソ

連結装置一中央緩衝ピソ及びり)/ク式､或は多段

ピソ及びリンク式

計 器 類一〔ェソヂソ〕冷却71く温度計､潤滑油圧力

計､回転計､始動室気溜圧力計､(吸気系統)吸込真

峯計､(排気系統〕排気温度計､(冷却系統)水噴射圧

力計､水タンク水簡計､(燃料系統)燃料タンク油面

計､(その他)プレrキ基気澤及びブレーキシリンダ､

-圧力計

iノ｣一つ火 器劇CO2消火器､固定及び可搬用各1箇

(2)試 作 機 閑 幸 の 構 造

本機関耳主に採用したエソジソ(1〕は､特に本磯のために

改良製作された防爆型2LDB塾で､2シリンダ㌧水冷直

列4サイクル予二 煉室式で､連続定格30HP/850r･p･m･

のものである｡エンデソの起動は(5)の起動室気槽にチ
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ヤ｢ジされた圧縮堅気(30kg/cm2ノ により容易に行は

れ､客気槽えのチャrジほ､二Lソヂソ内の圧縮客気を逆

流させる方式で､簡単に行はれる｡

料はタンク(6)より供 され､動力はクラッチ(2)

を経て変速装置(3)に伝誰され､チェイン〔4~)に依り前

後軸を駆動する｡排ガスの冷却は､7トタンク(_7〕内の水

をポンプにより圧送し､排気多岐管(8)内にノブルに依

って噴射し､ガスの冷却と共に排気管を冷却する｡排ガ

スは排気管〔9〕を経て排気処理精(1P)内に入り､小気

となって水小をくゞり､冷却､洗潤され､排気側フレー

ムアレスタr(11〕を

箱内の水の補

て大気中に放Ⅲされる｡排気処理

はノ､ブルよりの噴霧により行はれるが､

更に水位日動保胡 置に依り､常に-･還の水位を保つよ

うにしてある｡箇吸気側1･こもフレームアレスタr(12)を

設け､客気清浄慣(13)により

る｡

挨の浸入を防止してあ

安全装置としては2弄組のものがあるが､〔14)は排ガ

ス温度が規定以上に上昇Lた場合に作動するものであ

り､(15〕ほ水クエ/クの水位が制限値以下に低下した場合

新し､エソヂソを停止させる日動装置である｡

(16)は吸入量気の遮断嚢居で､前記の燃料遮断装置の何

れが作動しても､直ちに自動的に作動する構造にしてあ

る｡

点灯装置はがイナモ､電圧調整器(17)､切換スイッチ

(18〕､前照灯(19〕よぎ)成り､■何れも耐圧防爆型のものを

促｢口してある｡

〔ⅠⅠⅠ〕防燥上の諸問題及びその対策

防爆型ディーゼル機関嘩ほ従来の防爆型電気機㌫Hこ比

し､各種の特異性を有し､単に 防 上のみならず保安､

衛生上に於ても種々の対策を施し､坑l知こ於て安全に機

関畢を運転田来るようにする事が必要である.｡

試作に当ってほ以上の観点よiつあらゆる角度から十分

に検討を加え､慎重を期した｡前項にその構造の大要を

述べたが､特に重要な問題点と､採用した対策とを列挙

すれば次の如くである｡

(1)ェソヂソの内部に於ては常に燃煙が起っており､

その燃焼ガスは排気系統を経て坑気小に放出される｡

この燃焼ガス､火花､或は 熱による危険な温度等が

坑気引火の原因として外部に硯はれる危険性｡

(a)ェソヂソ(特許F-.11願巾)

ピストン~放びバルブステム摺動部､ シリ

ソダ∵ヘッド及び吸排気管取付郭､チャージ弁､スタ

ート弁取付肝喜に改造を加え､燃焼ガスの洩れない安

全な防爆構造とし､各締付郭のパッキンほ吹抜けの恐

れのあるガスケットパッキンは一切使用せず､凡て銅
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バッキソとし､隙及び奥行並びに錠締はJISに準拠し

た｡又チャ←ジ弁､燃焼室取付部等にも改造を加え､

表面温度が20POC以下になる'ように冷却をよくし

た｡起動も圧縮室気に依り､起動紙､予熱栓を使用せ

ず､ 発の原因となる部品の使用を避けた｡

棉エソヂソの構造は頑丈で､耐久性並びに信掛性に

富んでいるのみでなく､俣守力検が容易で､取扱いが

簡単であることが防爆上必要である｡そのためエソヂ

ソの主要部ほ船舶安全法甲種機関､AB規格､ロイド

規格等に合格せる頑丈な構造とし､苛酷な連続作業に

対して安心して使用旧来､部品の寿命も長い低速級の

ものを選択牒梢した｡各部品は完全に互換性を有し直

ちに入手出 ､燃料はA重油又ほA霞油に軽油を混合
したものを使用出来る｡

(b〕排気及び冷却系統(特許揖覇中)

排ガスの最終温度を700C以下に低下するために､

水噴射装置及び排気処理箱を設置した｡排気処理箱は

特殊な構造とし､排ガスは小気泡となって水中をくゞ

るようにしてある｡外表面温匿低下のため､排気管の

一部は7kジャケツトを設けて冷却水を循環せしめ､且

つ7lく噴射の冷却効果を利用した｡各接合部はガス洩れ

のない完全な防爆構造とし､バツキソグは凡て銅板を

佐相し､隙及び奥行並びに錠締ほJISむ 拠してある｡

(2〕吸排気系統内に放ける爆発性ガス等に引火が担る

可能性があり､この場合の燃焼ガスが坑気引火の原因

として外郭に硯はれる危険性〔特許出願中)

各接合部はガス洩れのない安全 な防握 構造にすると

共に､81唱/cm2の耐圧を待たせ､吸気側(1簡)､排

気側(2箇~)にそれぞれ火焔逸走防止対策として7レ

←ムアレスターを設置L-た｡.

吸気側にはフレrムアレスタrが魔境により閉塞

はシリソダr内に吸入されるのを防止するため､

客気清浄器を設け､排気倒フレームアレスターの機能

保婚のため､排気処理箱内の水位を自動的に一定に調

整し､確実に小気泡として71く中をくゞらせる事により､

排ガスの冷却と同時に洗條効果を良くする対策を構じ

た｡

(3〕 に異状を惹起して､坑気引火の原因が

外部に硯ほれる危険性〔特許｢即蘇中)

排気冷却系統に異状を生じたとき､自動的に燃料の

供給を遮断し､これと同時に吸入客気を自動的に

してエソヂソを停止させる安全装置を設けた｡

この装置は排ガスの最終温度が800Cを超えた時､

及び水タンクの水位が一道制限以下に低下した場合の

2系統の原因により直に自動的に作動するようにして

ある｡
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(4) 漏洩

エソヂソの

への引火の危険性

噴射ノ､ブル及び燃料噴射ポンプより

の漏油は､前者は タンクえ戻し､後者は特殊な漏

油受を設けて外部へ洩さないようにした｡叉燃料タン

クへの の補給は自動閉鎖弁を通してのみ行い得る

ようにし､補給の際外部に煩

た｡

(5)そ の 他

の洩れない構造とし

排ガス中のC(),NO2,R-CHO等の有毒ガスに依る

人体への障告､ 排ガス臭気の問題等があるが､最大

料噴射量の制限その他適切な対策を構じ､作業員に何

等の告を及ぼさないようにしてある｡

以上の如く防爆上及び保安衛生上の 問題に対しそれ

ぞれ対策を構じ試作したのであるが､更にエソヂソの性

能､エソヂソ及び附属品の外表面温度､フレームアレス

タrの安全度､7K噴射及び排気処理箱に依る排ガスの冷

却､洗源効果､ 及び墨気自動遮断装置､メタソ吸入

の影響その他に閲し実験､研究を重ね､保守取扱いを容

易にし､然も l●､J も有効に発揮せしめる条件を

求め､これを満足する構造を採用した｡

第1表

Tablel.

験

温 度 及 び ガ

〔ⅠⅤ〕繰

評 論 第34巻 第12号

合 試 験 結 果

(1)防爆塑ディーゼル機関車綜合試験装置の概要

(特許出願中)

完成せる機関専に対し防爆という見地より綜合的な安

全度試験を行う必要がある｡即ち吸排気系統に於ける引

火試験､運転時に於ける各部の外表面温度､漏洩部分よ

りの高温ガスの噴出等による坑気に対する安全度試験､

その他機関革の性能試験等別々の試験装置を作ること

は､却って試験を複雑にし､且つ種々の不便を生ずるば

かりでなく､機関車の完成状態に放ける安全度の確認が

出来ないから､独特の綜合的な試験装置を整備した｡

機関車ほメタンー基気の混合気を充満せる洞室内の無

限軌道､即ち従輪上に取付けられる｡

性能試験に放ては機関車の車輪の回転ほ従輪キこ伝

れ､チューン､変速機を経て動力計に伝動され､任意の

回転数と負荷を与え得る｡又安全度試験に於ては逆に動

力計により､ エソヂソ(燃 は無噴射状態にする)を回

転させる構造になっている｡

機関軍の運転操作は外部より自由に行い得るよ うに

し､二Lソヂソの吸排気系統は負圧､正圧を与えるため洞

ス 分 析 試 験 轄 某

Test Results of Temperature and Gass Analysis

6.2

13.0
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第3図 防爆型ディゼ′レ槻閑車 鹸洞室

Fig.3･Testing CellforIてⅩplosion-Proof

DieselLocomotive

望外と連結されている｡又メタンガス貯槽2基を設備

し､これと吸気系統とを連結することも可鑓であり､自

動記録温度計及び牽引力測定襲置も設けてある｡庸洞蔓

内温度の上昇を防ぐため､外部よりこれを冷却出来るよ

うにしてある｡第3図ほ洞室内に機関葦を装入した状態

を示す｡

(2)検定試験方法及びその結果の大要

(a)温度 験及び排ガス分析

温度試験は熱電対及び水銀琴層計を陸相し､ガス分

析試験はT

り実施した｡

技術庁資源技術 験所倹冠現格〔案)によ

第1表に種々な条件の下に拾再~る機関車

運転確の温度試験､及びガス

元する｡

第1表の結果に毒づき最大

た｡

(b〕

果の一一例を表

容燃料墨気比を決定し

料及び毒気!-1動遮断装置の作動 鹸

排ガス温度の上昇による遮断装置は､排ガス最終温

度が79.50C～81.5CCで作動し､t白二ちにエソヂソは停

｣とした｡排温が低下すれば5～6秒で復元L作動良好

である｡

7kタンクの7k位低下による 断装置はタンクの水深

一約10mmでエソヂソを停止せしめ､復元も給7kと同

時に行はれ､所期の目的を透した｡

以上2項の試験は洞箋l月でエソヂンを定格運転中行

一った結果で､吸入室気の遮断も確実に行ほれる

養)た｡

を確
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(c)吸排気系統に於ける引火試験並びに破産試験

メタソ一基気の混合気(メタン含有率臥5～10%)

を封入気密に操った試験洞室内むこ機関車を入れ､外部

より駆動(: 料噴射を行はず)し､吸排気系統に混合

気を充満させて 気白勺i着火爆発させ､洞室内の混合

気への引火の有無を確めた｡この場合吸排気系統各々

に対し､混合気の静止状態及び流動状態につき各30

回試験を行ったが､洞室内の混合気に引火爆発を生ず

ることほなかった｡筒排気系統のみに対し､メタンー

生気一軽油噴霧の混合可燃物を充満させ､静止及び流

動状態につき同様の引火試験を行ったが､洞室内のガ

スに1回も伝幡することなく､フレームアレスターは

火隠逸走の防山･こ､十分なる能力を有することが確認

された｡

試験終了後フレrムアレスタr及び吸排気系統､エ

ソヂソ本体等の異状を点検したが､変形､破損等の異

状ほ全く認められなかった｡

吸排気系統内のメタン一室気混合気の爆発状況を検

討するため､富様式高速指圧計に依り 発圧力を測是

したが､その結果の一例を元すと第4図の如くであ

る｡

圧力

(羞～データL/吸気系統

静止献態

～ 圧雪系蘭

舞上胚態

放
時間((弼)

帯封淋詣

伊仙爪叫…側
昔勤揮態

節4図 吸排気系校内に於ける爆発圧力

オソンログラム

Fig.4･Oscillogram of Explosion Pressure

TestinInlet and Exhaust
Systems

(d)ホ 関車引火試験

洞室内にメタンー峯気の混合気(メタン含有率8･5

ー10%〕を封入､そのr~いで機F 汀仁を暖気及び定格運転

を行い､周囲のガスへの引火の有無を試験した｡この

場合吸排気系統は洞室外に 結した｡約1時間の運転

を行い､その間混合ガスにほ何等引火の危険はなく､

安全なことが立証された｡
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日立梗準6t防燥型ディーゼル械閑車量産横全体図

GeneralViewofHitachiStandard6ton Explosion-Proof

DieselI.ocomotive

〔Ⅴ〕量 産 機 の 概 要

前述の如く試作機

験をこ合格､

ノ
.
＼広

華は優秀なる成果をもって検定試

展示し多大の好評を博したが､そ

の後更に各方面よりこれに検討を加え､又研究結果に慕

いて多くの改良を行い量産に移行した⊃

第5図及び第`囲に畳

表す｡

こ外観写真を

特に重要な特長を列挙すれば次の通りである｡

(1)Ⅰ一連度が低くこのとき最大牽引力を出しても

エソヂソ出力が低いため､クラッチに起る滑りが非

常に少い｡従って運転が円滑であるだけでなくクラ

ッチ摩擦蘭に於ける著Lい発熱や焼付が防止され､

防爆上安全であると同時に摩耗が少い.｡

(2)牽引力一連度特性は最も運転し易く､且つ経済

第6図 日立梗準6t防爆型ディーゼル槻閑車

量産機(ⅩDMC-6B-Ⅰ型)

Fig･6･HitachiStandard6ton Explosion-

Proof DieselLoeomotive

(Type XDMC-6B-Ⅰ)

的な運転を行い得るように決定されている｡

(3)全長及び軸踵は極力切詰めてあり､曲線通過が

容易である｡曲線通過に当って連結器及び台枠前後

端の横動量が少く安全である｡

(4〕ェソヂソは船舶用､発電用等の苛酷な連続重作

業に使用される低速級のものを防爆型に改造してあ

る｡従って連続作業を行っても安JL､して使用出来､

部品の寿命も長く頻繁にオーノミホールの必要がな

い｡

起動紙や点火栓ほ一切使用せずェンヂyの始動は

至極容易である｡

取扱修理が容易で､部品は軽に入手出来る｡燃料

はA蚕油､又はこれに軽油を混合したもの共iこ使用

｢1-1ヰミるニ

エソヂソ各部は完全に防爆構造に改造してあり､

最も完全である｡

(5〕ラヂェr-ターの修理に当っては1本宛取外して

行える故､機関車を休草する必要がない｡

(6)防爆 装置の小エソヂン本体､吸気系統､排気

系統等の各接合部には吹抜ける恐れのあるガスケッ

トパッキンは一切使用せず銅パッキンを使用し､際

とその奥行ほJISに準拠し締付ほ錠締構造にしてあ

り最も安全であるゥ

フレームアレスタrは特に軽量且つ堅固な構造で

取替掃除に便利である｡

排気処理箱ほ熱容量が大きく草体への熱の伝導の

よい構造で7lくスプレrと共に排ガスの冷却､洗確､

ガス処理等の作用を最少の水消費量で行うことが出

来る｡排気プレ←ムアレスターは排気処理箱に取付

けたまゝ掃除の出来る特殊な構造とL､又排気処理

箱内の7kはエソヂソの逆転に依っても吸入される恐

れなく､水位は自動的に調整保持される｡
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燃料及び室気自動 断装置は排ガス最終温度の異

状の外に別の原因でも幼くよう2系統の自動遮断作

用を行わせる構造で確実性を確保してある｡又作動

を敏速確実にするための特別の対策が実施してあ

る｡

(7)チエ←ソ駆動式であるため保守手入が簡単容易

であり､線路が悪くても無理が起らない｡

(8)革輪がタイヤ付であるため

能である｡

耗に対して交換可

革軸々受にほコロ軸受が便｢目してあるため抵抗が

少く､保守手入が極めて容易であある｡

(9)ェヤーブレーキほ足踏ぺクルの踏込深さに応じ

た制動力がかゝり操作し易く､又手動に依っても簡

単に操作r-11瀬る構造になっている｡

(10)運転装置は手と足の一方に偏しないように考慮

すると共に､後進運転､炭尊連結の場合等には楽な

婆 で逆転操作が軌来るよう一部は手足何れでも操

作出来る如く西己列されており､安全な運転を行い得

るよう計器類が整備されている｡

(11)試験ほ特別に1機毎に厳重に実施されるが､特

に完成機関車を独特の試験洞室内に搬入して､安全

度試験を実施するため最も信頼出来るものであり､

性能と安全性は最高度に立

〔ⅤⅠ〕結

される｡

盲

以上試作防爆型ディーゼル機関車の試作経過､検定試

験結果及び量産機の概要につき紹介したが､厳密なる試

験の結果多くの卓越せる長所を有することが確認され､

安心して坑内に使方11出来ることが立証された｡本機の優

秀性を広く炭鉱業界に御 識願い我国炭鉱企業の合理化

の一環として広く活躍する目を期 する次第である｡

最後に本機の試作に当り種々御指導を賜った中央研究

所湯本部長､北川課長並びに井上氏､目立研究所三浦部

長､岩淵氏､研究並びに試験に御尽力戴いた研究課及び

検査課の方々､設計､試作に御協力を得た各位に対し厚

謝の意を表すると共に､更に今後の御指導御協力を

切に御願いする次第である｡

実用新案 弟386700号

ペ
一′

ペニシリソ冷凍乾燥器ほ第1囲に示すようにペニシリ

ソ瓶を配列した棚の下にと←タ←を設け乾燥を行うもの

であるが､器内が真空状態に保たれ従って対流をこよる熱

の伝導が少いため､ヒrターの下に反射板を置いて転封

及び反射熱を利用して乾燥する｡然るに器内に於ける各

棚の温度分布は第2図に点線Aで示すように､側壁に近

い両側ほ中央部よりも低温となるを免れない｡このよう

第1図

凍 乾 燥 器

豊 田 隆 太 郎

な温度分布不平衡の結果は､･ペニシリソの乾燥状態にも

不均一一を来すものである｡本案は前記不平衡温度分布を

改善するため､第1図に元すように器内側壁側にヒータ

r及び反射板を附加したもので､かくすることにより幕

内各棚の温度分布を第2医にBで示すように平衡させる

ことができるから､製品の均一性を確保し得るの効果が

ある｡

側壁

(滑 川)

第 2 国
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講演月日

10/7

10/9

9/1

9/1

10/7

10/19

10/24

11/15～16

11/6-7

9/25-26

1n/8

11/26

11./19

10/28

10/17

10/24

10/22～24

10/24

11/18

日 立二 評 論 第34巻 第12号

日立製作所社員社外講演一覧表(昭和27年10月受付分)

東京都商工指導所

機械学会関西支部

仙台鉱山保安局

仙台鉱山

広島鉱山保安局

広島鉱山保安局

計 測 懇 談 会

機械学会関東講演

機 械 学 会

電気三学会東海支部

機 械 学 会

日本ボイラー協会

安城労仇 準局

気通イ蔓.葺一会､L.土ヒ
日本科学技術連盟ノ六

機械学会北関東講演

中国熱管理協会

電子j頗微鏡学会

全日太産業安全
合 会

気 主任技術者
習 会(長野県〕

り一
彦馴振36学第

建設槻械化講習

電気三学会東海支部

機 械 学 会
建設機械化協会

講 演 者

工程管理の問題と其の改善

解研磨の鋼の疲れ強さに及ぼす影響
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日立巻

荷重に依りローブが受ける最大応
上磯運転管理事項

衝
力の理論と計算

日立巻上機運転管理事項
衝撃荷重に依りロ㌧-ブが受ける最大応
力の理論と計算

日立巻上機
衝

転管理事項

荷軍に依ワローブが受ける最
力の理論と計算

日立巻上機運転管理事項
衝撃荷重に依りローブが受ける最大応
力の理論と計算

内部磁石型計器について

スパイラル 粘性ポンプの研究

l

亀戸工場

日立研究所

亀有工場

亀有工場

亀有工場

亀有工場

多賀工場

栃木工場

名 取 四 郎

大内田 久

石 橋 重 遠

重

石 橋 重

重

遠

遠

J塑

山 下 史 郎

田 稲次郎




